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フグ毒はフグの仲間で融通されている 

 

研究成果のポイント 

・クサフグの腸管内からヒガンフグの卵が大量に検出された。 

・無毒のトラフグは有毒卵を食べて速やかに毒化した。 

・クサフグは、TTXループを介して効率的に毒化していることが示唆された。 

 

研究成果の概要 

 フグ毒テトロドトキシン（TTX）は、海洋細菌が生産し、食物連鎖を通じた生物濃縮でフ

グの体内に蓄積されるとされています。しかし、この海洋細菌にはじまる TTX の生産のみ

ではフグが持っている膨大な TTX 量を説明できないのではないか、との指摘があることも

事実です。本研究では、横須賀市長井において定期的にクサフグを採取して調べていたとこ

ろ、クサフグは 3 月に同じトラフグ属のヒガンフグの受精卵を摂餌していることが明らか

となりました。この現象は、少なくとも 4年間にわたって毎年同時期に観察されました。こ

の現象を研究室で再現するため、有毒卵および無毒のトラフグ種苗を用いた飼育実験を実

施しました。その結果、TTX を含んだ卵を摂餌することでトラフグが効率的に、かつ速や

かに毒化していることが確認されました。この結果は、TTX がフグ属魚類のような食物連

鎖において比較的高次の TTX保有生物間で循環している可能性を示唆しています。 

  



研究成果の詳細 

（背景） 

 フグが、強力な神経毒 TTXを保有していることは周知の事実です。これまで、この TTX

は、海洋細菌が生産し、食物連鎖を通じてフグ体内に蓄積されるとの説が定説となりつつあ

りました。しかし、このフグのもつ膨大な TTX 量は、この食物連鎖のみでは説明できない

のではないか、との指摘があることも事実でした。我々は、3月に採捕されたクサフグの腸

内から大量の卵が検出されたこと、この卵がヒガンフグのものであることに着眼し、フグ属

魚類は互いに TTX を受け渡しているのではないかとの仮説を立てるに至りました。本研究

では、この仮説を検証すべく、クサフグによるヒガンフグ卵摂餌の再現性確認、有毒卵およ

び無毒トラフグ種苗を用いた飼育実験、そしてこれら試料から TTX を検出・定量する機器

分析を行いました。 

 

（研究成果） 

 3 月に採捕したクサフグ腸内から検出された大量の卵の一部から DNA 抽出し、ミトコン

ドリア DNAの配列を調べたところ、ヒガンフグの卵であることが明らかとなりました。ま

た、このヒガンフグの卵からは LC-MS/MS 分析により TTX が検出されました。この現象

は、2012～2015 年にかけて毎年同時期に観察されました。そこで、この現象を研究室内で

再現すべく、有毒卵を無毒のトラフグ種苗に与えた後、各組織から TTX を抽出して LC-

MS/MS 分析により TTX 量を定量しました。その結果、皮膚および肝臓から TTX が検出さ

れ、無毒のトラフグ種苗が有毒卵を摂餌することで速やかに毒化することが明らかになり

ました。これらの結果は、TTX がフグ属魚類のような食物連鎖において比較的高次消費者

である TTX 保有生物間で循環している可能性を示唆しており（図）、海洋細菌が生産する

TTXの量が微量であったとしても、フグが多量の TTXを保有することを説明できます。 

 

（今後の展望） 

 本研究で示したような TTX の循環は他の TTX 保有生物間でも起きていることが予想さ

れる。この TTX ループともよべる現象の全貌を明らかにしていく予定である。 
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